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専門教育科目の課程表 社会福祉学科

専門教育科目の課程表 健康心理学科
授業科目の名称 単位数

必修 選択 授業科目の名称 単位数
必修 選択 授業科目の名称 単位数

必修 選択 授業科目の名称 単位数
必修 選択

心理学概論
心理学研究法
公認心理師の職責
心理学統計法Ⅰ
心理学統計法Ⅱ
心理学実験
臨床心理学概論
知覚・認知心理学
学習・言語心理学
感情・人格心理学
神経・生理心理学
社会・集団・家族心理学
発達心理学総論
障害者・障害児心理学
心理的アセスメント
心理学的支援法
健康・医療心理学
福祉心理学
教育・学校心理学
司法・犯罪心理学
産業・組織心理学
人体の構造と機能及び疾病
精神疾患とその治療
関係行政論
心理演習Ⅰ
心理演習Ⅱ
心理実習Ⅰ
心理実習Ⅱ

心理療法Ⅰ
心理療法Ⅱ
心理学基礎実習
多変量解析
質的研究法
ストレスマネジメント
コミュニティ心理学
健康心理学
心理薬理学
臨床心理学
健康教育概論
健康心理アセスメント概論
健康栄養学
心理学特殊講義Ⅰ
心理学特殊講義Ⅱ
社会心理学
グループ・ダイナミックス
対人援助の心理
装いの心理学
対人行動論
消費者行動論
比較行動論
社会調査実習
心理学特殊講義Ⅲ
心理学特殊講義Ⅳ
学習心理学
ライフサイクル論
感性工学

ポジティブ心理学
ワークショップデザイン
レクリエーション概論
スポーツ心理学
健康スポーツ科学
コーチングの心理学
メンタルトレーニング論
魅力の心理学
防犯・防災の心理学
ライフデザイン論
キャリア開発論
産業カウンセリング論
実践情報処理演習
心理学演習Ⅰ
心理学演習Ⅱ
環境経済論
哲学
地理学概論
日本史概論
外国史概論
教職概論
学習・発達論
教育社会学
教育制度論
教育課程論
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法
教育方法論
生徒指導論（進路指導を含む）

教育相談の理論と方法
特別支援教育
知的障害者の心理・生理・病理
肢体不自由者の心理・生理・病理
病弱者の心理・生理・病理
知的障害者の教育課程及び指導法
肢体不自由者の教育課程及び指導法
病弱者の教育課程及び指導法
知的障害教育総論
肢体不自由教育総論
病弱教育総論
自閉症児の心理・生理・病理
障害児の教育と指導
LD等教育総論
発達障害論
介護等体験
社会科教育法Ⅰ（社会）
社会科教育法Ⅱ（社会）
道徳教育論
公民科教育法Ⅰ（社会）
公民科教育法Ⅱ（社会）
教職実践演習（中等）
教育実習事前・事後指導
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ
特別支援教育実習

2
2

2

4
4

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2

2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
4
2
3

※カリキュラムは変更となる場合があります。
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授業科目の名称 単位数
必修 選択 授業科目の名称 単位数

必修 選択 授業科目の名称 単位数
必修 選択 授業科目の名称 単位数

必修 選択
社会福祉Ⅱ
相談援助演習Ⅰ
相談援助演習Ⅱ
相談援助の理論と方法Ⅰ
相談援助の基盤と専門職Ⅰ
相談援助の基盤と専門職Ⅱ
高齢者福祉論Ⅰ
高齢者福祉論Ⅱ
障害者福祉論
心理学理論と心理的支援
福祉フィールドワーク
介護技術入門
福祉とセクシャリティ
コミュニティ活動論
就労支援サービス
権利擁護と成年後見
児童・家庭福祉論
更生保護制度

地域福祉の理論と方法Ⅰ
地域福祉の理論と方法Ⅱ
社会保障論Ⅱ
公的扶助論
精神保健の課題と支援Ⅱ
社会福祉史
精神疾患とその治療Ⅰ
精神疾患とその治療Ⅱ
社会調査の基礎
家庭支援論
保健医療論
福祉サービスの組織と経営
社会福祉特論
福祉行財政と福祉計画
ケアマネジメント論
相談援助の理論と方法Ⅱ
相談援助実習指導Ⅰ
相談援助の理論と方法Ⅲ

相談援助の理論と方法Ⅳ
相談援助演習Ⅲ
相談援助演習Ⅳ
相談援助演習Ⅴ
相談援助実習指導Ⅱ
相談援助実習指導Ⅲ
相談援助実習
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ
精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ
精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ
精神保健福祉相談援助の基盤
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ
精神保健福祉援助演習（基礎）
精神保健福祉援助演習Ⅰ
精神保健福祉援助演習Ⅱ
精神障害者の生活支援システム
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ
精神保健福祉援助実習指導Ⅱ
精神保健福祉援助実習指導Ⅲ
精神保健福祉援助実習
教育社会学
教育制度論
教育相談の理論と方法
スクールソーシャルワーク論
プレ・スクールソーシャルワーク実習
スクールソーシャルワーク演習
スクールソーシャルワーク実習指導
スクールソーシャルワーク実習
人間福祉学演習Ⅰ
人間福祉学演習Ⅱ

2

2

2

4
4

2
1
1
2

2
2
2
2
2
1
1
2
2
1
2

1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2

2
1
1
1
1
1
4
2
2
2

2
2
1
1
1
2
2

1
1
1
5
2
2
2
2
2
1
1
2

※カリキュラムは変更となる場合があります。
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授業科目の名称 単位数
必修 選択 授業科目の名称 単位数

必修 選択 授業科目の名称 単位数
必修 選択 授業科目の名称 単位数

必修 選択
児童・家庭福祉論
保育原理
社会福祉
保育の心理学
相談援助の基盤と専門職Ⅰ
相談援助の基盤と専門職Ⅱ
相談援助演習Ⅰ
相談援助の理論と方法Ⅰ
相談援助の理論と方法Ⅱ
地域福祉の理論と方法Ⅰ
地域福祉の理論と方法Ⅱ
公的扶助論
家庭支援論
社会的養護
保育者論
子どもの心理学
子どもの保健Ⅰ（健康と保健の基礎）
子どもの保健Ⅰ（健康と安全）
子どもの保健Ⅱ
子どもの食と栄養Ⅰ
子どもの食と栄養Ⅱ

幼児教育課程論
保育内容総論
子どもと健康
子どもと人間関係
子どもと言葉
子どもと環境
子どもと表現Ⅰ
子どもと表現Ⅱ
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
障害児保育Ⅰ
障害児保育Ⅱ
社会的養護内容
音楽と表現Ⅰ
音楽と表現Ⅱ
かたちの表現Ⅰ
かたちの表現Ⅱ
幼児体育Ⅰ
幼児体育Ⅱ
ことばの表現Ⅰ
ことばの表現Ⅱ

子育て相談支援
保育と子ども学
教育の方法と技術
遊びの実践法Ⅰ
遊びの実践法Ⅱ
子どもと文化
児童館の機能と運営
児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅰ
児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅱ
教育実習Ⅰ（幼稚園）
音楽器楽Ⅰ
音楽器楽Ⅱ
保育実習Ⅰ
保育実習Ⅱ
保育実習Ⅲ
保育実習指導ⅠＡ
保育実習指導ⅠＢ（施設）
保育実習指導ⅠＢ（保育所）
保育実習指導Ⅱ
保育実習指導Ⅲ
保育・教職実践演習（幼稚園）

国語
算数
生活
教育原理（幼稚園）
教職概論（幼稚園）
教育心理学（幼稚園）
学習・発達論
教育社会学（幼稚園）
教育制度論（幼稚園）
教育課程論
特別活動論
教育方法論（幼稚園）
幼児理解の理論と方法
教育相談の理論と方法（幼稚園）
教育実習Ⅱ（幼稚園）
教育実習Ⅲ（幼稚園）
子ども保育学演習Ⅰ
子ども保育学演習Ⅱ
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※カリキュラムは変更となる場合があります。

専門教育科目の課程表 子ども保育学科

社会福祉学科

子ども保育学科

健康心理学科

社会福祉士及び精神保健福祉士の国家試験受験資格が取得可能。

対人関係、心身、社会を健康にする手段を学び、幅広い分野で心理学を活かせる人材へ。
教員免許の取得も可能。心理職初の国家資格、公認心理師にも対応。

総合社会福祉コース
幅広い福祉の専門知識・技術を学び、社会福祉士を目指す。
●社会福祉士（国）受験資格
精神保健福祉コース

精神障がいの専門知識や援助技術を学び、精神保健福祉士を目指す。
●社会福祉士（国）受験資格　●精神保健福祉士（国）受験資格
医療ソーシャルワークコース

医療現場で患者さまやその家族がかかえる問題をサポートできる力を身に付ける。
●社会福祉士（国）受験資格
全コース共通

●社会福祉主事任用資格　　　●児童福祉司任用資格
●身体障害者福祉司任用資格　●知的障害者福祉司任用資格

公認心理師コース
臨床の現場で活躍できる心理カウンセラーを目指す。
●公認心理師（国）受験資格※
　※受験資格取得には、大学・大学院で所定の科目を修める必要があります。

健康カウンセリングコース
心や気持ちをポジティブに変える実践法を学ぶ。

特別支援教育·心理コース
ますます高まる特別支援ニーズに応える。
対人心理コース

より充実し生き生き働くための心理学を学ぶ。
スポーツ心理コース

アスリートの心理的サポートの知識と技術を学ぶ。
全コース共通（公認心理師コースを除く）

●特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）
●高等学校教諭一種免許状（公民）　●中学校教諭一種免許状（社会）
●認定健康心理士　●認定心理士　●社会調査士　●社会福祉主事任用資格

保育者養成に特化したカリキュラムに、豊富な実習環境。
実践力と専門知識を持つ保育士、幼稚園教諭、保育教諭へ。

家庭・地域の子育て支援を専門に学ぶ幼児教育コース
子どもを取り巻く家庭や地域を含めて支援できる保育者を目指す。

子どもの心理を専門に学ぶ幼児教育コース
子どもの心の育ちや、子どもの内的世界を大事にすることができる保育者を目指す。

新しい保育の内容や方法を専門に学ぶ幼児教育コース
保育を支える思想や歴史をふまえて、新しい保育の内容や方法を創造できる保育者を目指す。

全コース共通
●保育士資格（国）　●幼稚園教諭一種免許状　●社会福祉主事任用資格

※1　コース選択は入学後
※2　子ども・学校ソーシャルワークコースにつ

いては3年次編入学の学生募集は行いま
せん。

※3　精神保健福祉士（国）受験資格の取得を希望
する場合は、原則として編入学後3年間の在
学が必要となります。

※4　児童福祉司任用資格取得には卒業後指定施
設での実務経験（1年間）が必要ですが、社
会福祉士国家試験若しくは精神保健福祉士
国家試験に合格している場合は実務経験が
不要となります。

※1　コース選択は入学後
※2　子ども保育学科への3年次編入学を希望す

る場合、編入学の段階ですでに「保育士資
格」又は「幼稚園教諭免許状」のどちらかの
資格・免許を取得している者については、編
入学後の2年間でもう一方の資格・免許を取
得することが可能です。ただし、編入学の段
階で「保育士資格」又は「幼稚園教諭免許状」
のいずれの資格・免許も取得していない者で、
編入学後に「保育士資格」と「幼稚園教諭一
種免許状」の両方の取得を希望する場合は、
編入学後3年間の在学が必要になります。

※1　コ ース選択は入学後
※2　公認心理師（国）受験資格の取得を希

望する場合は、原則として 3 年間の
在学が必要となります。また、公認心
理師（国）受験資格取得には、 大学・
大学院で所定の科目を修める必要が
あります。

※3　教員免許の取得を希望する場合は、 
原則として3年間の在学が必要とな
ります。


